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効率性

開かれた学校づくりと学校教育における外部評価の実施をしていくために、学校評議員会の充実を推進していく必要があります。また、児童生徒の
就学にかかわって、就学指導委員会での適切な判断が必要なため、委員会を随時開催する必要があります。したがって、今後も、学校と地域、学
校と関係機関との十分な連携を築いていくことが大切です。

実績値 目標値

国県支出金
地方債
受益者負担

2,520

達成度 4 市内３８小中学校における教育の円滑な推進が達成できています。学校教育運営に関して、諮問機関のひとつである学
校評議員の意見を受けとることによって、各学校の教育活動が地域に開かれたものとなっています。また、児童生徒の就
学に関して、各専門機関の判定を含めた指導助言を得ることで、適切な就学支援ができています。今後も継続した支援
を得ていく必要があります。4
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対象等（何を、誰を）

一般管理経費
一般管理経費

H19（予算）H18（予算）
活動指標

１．学校評議員会の開催
２．障害児就学指導委員会の開催
３．指導主事の研修
４．入学通知書の作成・送付
５．各種研修会参加

小中学校教育が円滑に推進できる。

成果（どうなるのか）
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31 個性を伸ばし、夢を追い求められる教育を進める
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